
- 1 -

学校便り
令和元年１１月１９日号

江津市立江津東小学校長 安食 徹

遠足
１０月１８日(金)

に遠足がありました。
低学年はアクアス、
中学年は浜田こども
美術館、アクア三隅、
和紙会館へ行きまし
た。あいにくの雨模
様でしたが、低学年
はアクアスの中でし
っかりと見学するこ
とができ、返って充実した学習活動になったようです。中
学年も様々な美術品を鑑賞したり、創作活動をしたり、体
育館で遊んだり、熱心に活動に取り組むことができたよう

です。子どもたちは様
々な体験をする中で、
多くのことを学んでい
きます。公の場で、集
団行動もきちんととる
ことができ、安全に楽
しく過ごし、とてもい
い一日になったようで
す。きっといい思い出

として残ることだろうと思います。

全校朝礼で話したこと
１０月２８日（火）に全校朝礼がありました。硬筆書写、科学作品、読書感想文

のコンクール入賞者の表彰をしました。後で、次のような話をしました。
今、代表の人に表彰をしました。頑張ってきたこと、努力してきたことが実を
結んだ結果です。また、残念ながら賞までは取れなかった人も、これまでしてき
た努力は決して無駄ではありません。確実に自分の力になっています。これから
も頑張っていってください。そして、良い結果が出た友だちに対して、本当にお
めでとうという気持ちになってほしいと思います。うらやましい気持ちもあって
当然ですが、そんな気持ちは整理して、本気で相手を祝福できるようになると、
心は大きく成長します。そして前向きな努力ができる自分に成長していけるよう
になります。
さて、今日は『言葉』について話します。昨日は１年生と４年生で研究授業が

ありました。教科は国語でした。一生懸命に取り組んでいて感心しました。国語
では言葉を沢山勉強しますね。また、日常生活においても、テレビなどのメディ
アなどから、言葉を沢山覚えます。そんな中で、時には悪口や人を馬鹿にする言
葉などの良くない言葉を覚えてしまうことがあります。言葉は口に出した後は、
消えてしまいます。しかし、悪口を言われて傷ついた相手はずっと覚えています。
そのことを肝に銘じ、言葉を大切に使っていってほしいと思います。
先日２２日（火）に『即位礼正殿の儀』が執り行われました。儀式が始まると

雨が上がり、虹が出て話題になっていました。古来から伝わる日本の伝統や文化
の素晴らしさも話題に上っていました。日本の伝統の一つに、言葉を大切にして
きたということがあります。日本では昔から、言葉には魂が宿ると考え、『言霊』
などと言って、言葉の使い方を大切にしてきました。良い言葉を使うと回り回っ
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て、自分に良いことが起こると考えてきたのです。逆に悪い言葉を使うと、悪い
ことが起こります。言葉に乗せた気持ちが、良いものか、悪いものかのどちらか
で、自分の人生で起きることに影響が出るという考え方です。
人生は鏡です。ブーメランです。自分のしたことが回り回って自分に返ってき

ます。『感謝、尊敬、寛容』などの心の込もった愛のある良い言葉を使えば、いず
れそれが自分に返ってきます。逆に『意地悪、人を馬鹿にする気持ち、恨みや怒
り』などの醜い心の入った悪い言葉を使えば、いずれそれが自分に返ってきます。
国語は美しい良い言葉を学習する大事な時間です。これからも一生懸命に取り

組んでいってください。

社会科見学（３年生）
１１月７日（木）

に、３年生が社会
科見学で、キヌヤ
の渡津店に見学に
行きました。店内
を見学して、いろ
いろな工夫を見つ
けた後、店長さん
から説明をしても

らいました。その後子どもたちは、いろいろな質問をしていました。この体験をも
とに、社会の学習を深めていってほしいと思います。

ごうつふるさと給食ウィーク
１１月９日（月）から１３日（金）の間、ふるさとの食材をふんだんに利用した

おいしい給食を食べられる『ごうつふるさと給食ウィーク』がありました。子ども
たちは、ふるさとの食材、栄養たっぷりの給食をおいしそうに食べていました。
この取組については、給食センターから嬉しいお便りをもらいましたので、以下

に紹介します。
今週を、ごうつふるさと給食ウィークとして設定し、学校給食の意義の概要や、
食べ残しの課題について、お願いをしたところです。
江津東小学校は、平素から指導が行き届いているようで、良く食べて、給食の

目的やねらいに迫っています。また、さらにこの週間にあわせて、少しずつ食べ
残しの状況が、上向いて（少しずつ減ってきた）喜んでいます。これは、校長先
生をはじめ、学校をあげて、食べ残しの状況を毎日、把握されたり、学級指導等
で何か効果に繋がる指導などがあったりした成果ではないかと推察しております。
給食主任の先生を核に、各学年主任の先生、担任等、また一番重要となる管理

職の方々で、毎日の状況把握から、課題化されて取組をされたのではないかと存
じます。まずもって、お願いを申し上げたセンターからのお礼と状況の報告です。
取り組まれた様子等については、学校だより等を使って、発信していただけれ

ば喜びます。この給食ウィークも残すところあと一日となりますが、引き続き、
ご理解と推進をお願いします。
本校では、定期的・継続的な食の学習にこれまで取り組んできました。そして『感

謝の大切さ』についても、継続して子どもたちに伝えてきました。給食を作ってく
ださり、運んでくださる方々への感謝、食材を育てたり採ったりしてくださる方々
への感謝、自分の命を捧げて食材になってくれる様々な生き物、自然への感謝の大
切さについては、折にふれ学校でも、学級でも指導してきました。きっと家庭や地
域においても同様の指導をしていただいていると思います。『食は人を良くすると
書く』と聞いたことがあります。良い食習慣を身につけ、健康に良い食物を食べ、
体も心も良い人へと成長していってほしいと願っています。今後も継続的に食に関
する指導を行っていきますので、これからもご理解、ご協力のほどよろしくお願い
いたします。



- 3 -

学習発表会

１１月１６日（土）に学習発表会を開催しました。今年は開校４０周年の記念大
会でもありました。子どもたちは一生懸命に練習に取り組んできました。自分たち
の発表をよりよくしようと努力してきました。いかがでしたでしょうか。保護者の
方々、地域の方々には多数おいでいただき、発表会を盛り上げていただきましたこ
と、本当に感謝です。子どもたちの一生懸命に発表する姿をご覧いただき、温かく
見守り応援していただきましたこと、子どもたちの胸に強く焼き付いたことだろう
と思います。機会があれば、良かった点や感想など、是非子どもたちに伝えていた
だきたく思います。これからは年度末へ向かって、１年のまとめの時期、６年生に
とっては小学校生活の締めくくりの時期となっていきます。学習内容も難しくなっ
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ていきます。２学期のまとめをしっかりとして、３学期につなげていけるよう職員
一丸となって努力していきたいと思います。今後ともご理解ご協力のほど、よろし
くお願いいたします。

人権週間
１２月４日（水）から１０日（火）までは人権週間です。日常の出来事やこれま

での生活を振り返り、人権の視点から考えを深め、いじめや差別のない学校を作っ
ていくための大切な機会にしていきたいと思います。１２月には仲良し集会も計画
されています。全校で人権について考え、笑顔で明るく学校生活を送ることができ、
落ち着いて学習に取り組める環境作りに取り組んでいきたいと思います。
ただ日々の対人関係においては、様々なことが起きます。だからこそ対人関係を

学んでいけるのだとも言えます。しかし、思春期に近づけば近づくほど、自分自身
への目は厳しくなり、他人からの評価が気になっていきます。そんな中で、勘違い
をしたり、傷ついて自己肯定感を低下させてしまい、意欲をなくしたり、悩みを抱
え苦しんだりすることもあるかもしれません。それをバネに成長へとつなげていく
ことができるたくましさを、是非身に 「騙されるな」 ビートたけし

つけていってほしいと願っています。 人は何か一つくらい誇れるものを持っている

しかし、人間みんながそんなに強い 何でもいい、それを見つけなさい

時ばかりではないとも思います。右の 勉強が駄目だったら、運動がある

詩は、２０年ぐらい前に、江津市の人 両方駄目だったら、君には優しさがある

権・同和教育研修会で教えられた詩で 夢をもて、目的をもて、やれば出来る

す。タレントのビートたけし氏が作っ こんな言葉に騙されるな、何も無くていいんだ

たことも印象に残った理由かもしれま 人は生まれて、生きて、死ぬ

せん。ずっと私の心に残って、苦しい これだけでたいしたもんだ

ときの支えとなりました。逆境で八方塞がりのようなとき、この詩を思い出すと「大
丈夫！生きているだけで大したものなんだ！」というようなメッセージが心に湧き
出し、元気づけられた思い出があります。夢を持つのは大事だし、頑張ることも大
事だと思います。でも、どうしても頑張れないときもあります。そんなとき、「人
間は生きているだけで、存在しているだけで意味があるんだ」と人権の根本的な理
念や意味を力強く思い出させてくれる詩です。人と比べて自信をなくしたり、悔し
さから人を批判したりしがちな人間の弱さに負けないためにも、この詩のような視
点を忘れずにいたいものです。

第７１回全国植樹祭に向けて
来年度大田市で行われる全国植樹祭に向けて、4

年生が、代々どんぐりの苗を育ててきました。その
取組に対し、県の西部農林振興センターから感謝状
をいただきました。来年の植樹祭で植えられ、三瓶
の森林を一層豊かにしてくれるものと思います。

お礼
国際ソロプチミスト石見より、子どもたちのために図書券を寄贈して頂きました。

有効に活用していきたいと思います。ありがとうございました。


